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第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 寄 《新 動
変 更)
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京都市山科区囲ノ官私8
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特定平英者の

主たる業種
一般乗用旅客自動車運送報鶏

該当する手菜
者塑件 行

規則第rO棄第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に犯第

M活
飛質瑞翻 Ⅷ 編客敬曇ツ役電鑑 品

第3脅該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又

B霊響々世醸滉際紫花養盆母響『品尉轟九足合竿
増戦留告喫者(その他の温豊効果ガスの大規模排出事

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成  20 年   3  月

基 本 方 針 始業時又は終業時の点呼め車 休憩時におけるアイドリング'ストップをチェックする。

推 進 体 制諦 対は、ェコ車観あい入を計画中である。(現在、ほ排出刃ス軍を80%便 用レている。

年度ことの具
体的な取紅及
び措置 18～ 19 =輸

アイドリング・ストツプの実施率100%を 計画中であり、現在は80%連

成している。

19‐ 19 本社、皆寿所
事務所、出度では、蛍光灯の数を減少し、電力使用量を削減、風呂では、使
用時間の短縮により、ガスの使用量を首」演し、排出畳を10%削 減予定

温努 カス

の,F出最等 排出区分
基準年度 (実績)
(16)年 度
〈:=造化成外孫雰 (1)〉

日際年度 (計凹'

(19)年 度
(二茂化戯環い夢 〈t))

自J服挙

(計画 )

(χ)

A事 業所等」F出区分 ガ 〔 ガ t
―猛 %

B輸 送車雨排出区分 ク●/7        t ガFあ         t r/Gイ

cそ の他排出区分 t t %

排出合計  `  2タ チみ       t を  っ クク7       t
一えチ党

その他の地塚
温暖化対策に
よる温圭効果
ガスの高J減量
奪

対策等の区分
目標年度 て計画)

二震化戯容換寡 (t

韓林の保全及び整備 く圧mmlH) 〈吐収Il) t

堂の木材の利用 く利用昼) m' (いⅢ抵五) 〔

自然エネルギーを利用した電
力又は黒の供給

(光電n) kwh くHlttR) t

くER」Rfe綻〕 (川積a) t

グリーン電力の購入 (い人n) 酌h (Pl tta) t

削減最等合 , S t

差引排出量

て排出むj,一削減等合r,)

基柱 篤織ゝ 目標年度 (計画) 肖」沢峯 (計画)

け1  ン タと     t ,〕―“科 ク″ク?       t ヤたケ%

特 記 母 壕 密=不 で車輌ク
ーラーガスの変更を実施してし`ます。

超  橘   元 担 当 部 戦

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 器 号

フ ァクシ ミリ器号

ん l桜当すヽ口に1ま レRlをPL入してください 特定事業す以外モ由i較加される軍束村の力!よ、レ印の記入に不コです。

2 1霧靭年度Jとは3,輌到n3のm年度を '日瞬年は」とは所剛期lnの最終年度をいいます.3苫
協轡格稔告常岳告皆信営拡景憐景2'キ告協培綜格告禄lを得:骨岳8夕岳景傘骨廿岳歯告書場言器器号魯塗者寄:と1畳B告母替営続費狩景
4卒総発事協には 平成2年破lle30年Elを基ととしたlllHi総磐舛湯岳曇欽文万賀あ品盈思響戦 が

掟など的子の‖=効果
ガスtll出‖J披への貢献 グ リーン榔盗のl■rl、特定フDンなどの末阿1


